
　
主
人
は
、
八
十
四
歳
で
私
は
七
十
九
歳

で
す
が
、
主
人
の
同
年
は
み
な
亡
く
な
っ

て
し
ま
い
、
主
人
が
た
だ
一
人
生
き
残
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
の
人

生
の
こ
と
を
思
え
ば
怖
く
な
り
ま
す
。
だ

け
ど
、
今
、
こ
と
ぶ
き
大
学
に
行
く
よ
う

に
な
っ
て
三
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

先
生
や
社
会
教
育
課
の
先
生
方
の
色
々
な

お
話
を
聴
き
、
自
分
み
た
い
な
無
学
な
人

間
に
と
っ
て
も
よ
い
思
い
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の

友
達
も
で
き
、
楽
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

民
謡
を
習
い
始
め
た
頃
は
、
声
も
出
な
く

っ
て
困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
大
き

な
声
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
歌
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。
そ
し

て
、
町
民
祭
の
時
、
高
い
舞
台
に
出
て
歌

え
た
の
が
と
て
も
嬉
し
い
で
し
た
。
薩
摩

町
の
皆
さ
ん
と
も
交
遊
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
す
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

こ
と
ぶ
き
大
学
の
一
日
一
日
を
楽
し
く
過

ご
し
、
運
動
な
ど
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
先

も
ず
っ
と
、
こ
と
ぶ
き
大
学
の
楽
し
み
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
�
�

　
　
　
文
集
「
す
わ
や
ま
」
よ
り
抜
粋�

生
涯
学
習
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り
鶴田町教育委員会
社 会 教 育 課
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「
お
話
の
じ
か
ん
」
ス
タ
ー
ト

Ｈ1３「歴史の道を歩く」より

　
少
年
団
体
成
人
指
導
者

　　　　　　　　　　(

初
級
）研
修
会

【
趣
旨
】

　
地
域
に
お
け
る
少
年
団
体
活
動
の
充

実
・
振
興
を
図
る
た
め
、
青
少
年
の
学

習
活
動
や
少
年
団
体
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
社
会
教
育
有
志
指
導
者
を
育
成

す
る
。

【
期
日
】
５
月
16
日(

木)

　
　
９
時
30
分
～
15
時
35
分

【
場
所
】
入
来
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
会
議
室
）

【
対
象
】
子
ど
も
会
育
成
会
員
、
指
導

　
　
　
者
、
臨
時
指
導
者
等

婦
人
教
育
指
導
者

　
　
　(

初
級
）
研
修
会

【
期
日
】
５
月
26
日(

日
）

【
場
所
】
東
郷
町
中
央
公
民
館

【
対
象
】
婦
人
一
般
　

高
齢
者
中
央
大
学

　
　
夏
期
講
座
受
講
生
募
集

【
講
座
期
日
】

　
　
７
月
31
日(

水
）
～
８
月
４
日(

日
）

　
　
　
　
　
４
泊
５
日

【
講
座
内
容
】

　
鹿
児
島
の
歴
史
・
鹿
児
島
の
文
学
・

　
砂
む
し
の
効
用(

現
地
研
修
）
・
寝

　
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
の
基
礎
知

　
識
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ(

実
技
）
・

　
脳
卒
中
の
原
因
と
そ
の
予
防
・
地
域

　
活
動
の
事
例
発
表
討
議
・
陶
芸
（
絵

　
付
け
）
体
験
な
ど

【
受
講
対
象
者
】(

定
員
30
名
）
　
　

次
の
各
項
目
全
て
に
該
当
す
る
者

（
１
）
県
内
に
在
住
。
概
ね
60
歳
以
上
。

（
２
）
地
域
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　
期
待
で
き
る
意
欲
の
あ
る
も
の

（
３
）
と
き
わ
木
学
園
や
市
町
村
公
民

　
　
館
講
座
・
高
齢
者
大
学
等
で
学
習

　
　
経
験
の
あ
る
者

【
宿
泊
費
】
一
泊
千
百
二
十
円
程
度

　
　
　
　
　
食
費
別
で
実
費
負
担
　
　

【
申
込
締
切
】

　
　
平
成
14
年
６
月
30
日

【
申
込
先
】

　
　
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

『
鶴
田
っ
子
学
び
の
ハ
ン
ド 

 
 

　
ブ
ッ
ク
』
を
全
児
童
生
徒

　
配
付

　
町
教
育

委
員
会
で

は
、
四
月

か
ら
始
ま

っ
た
完
全

学
校
週
五

日
制
の
も

と
で
の
土
曜
・
日
曜
日
の
子
供
た
ち
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
『
鶴
田
っ

子
学
び
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
、

町
内
の
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
ま
し
た
。

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
町
内
の
教
育

・
運
動
施
設
を
紹
介
し
た
り
、
子
供
た

ち
に
関
係
す
る
行
事
を
載
せ
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
表
を
収
録
し
た
り
し
た
も
の
で
、

子
供
た
ち
が
遊
ん
だ
り
何
か
調
べ
た
り

す
る
と
き
に
参
考
に
な
る
よ
う
な
内
容

に
し
て
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
と
一
緒

に
家
族
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

鶴
田
町
中
学
生
派
米
事
業
　

　
　
　
　
参
加
者
大
募
集
!

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
か
ら
、

夏
休
み
を
利
用
し
て
町
内
の
中
学
生
を

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
派
遣
す
る
鶴
田
町

中
学
生
派
米
事
業
を
始
め
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
約

一
か
月
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
西
海

岸
地
区
の
州
）
に
中
学
生
を
派
遣
し
て
、

現
地
の
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

な
が
ら
、
英
語
の
学
習
を
し
た
り
、
外

国
の
暮
ら
し
や
文
化
な
ど
を
学
ん
だ
り

し
て
も
ら
い
、
帰
国
後
、
い
ろ
い
ろ
な

と
こ
ろ
で
町
の
国
際
交
流
な
ど
に
貢
献

し
て
も
ら

お
う
と
い

う
も
の
で

す
。�

費

用
に
つ
い

て
は
、
町

の
人
づ
く

り
基
金
を
利
用
し
て
、
研
修
費
の
８
割

を
町
が
負
担
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
鶴

田
中
学
校
か
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
●
59-

３
１
１
１
内
線
３
１
１
）

へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

い
き
い
き
（
自
主
）
学
習
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
　

　
本
年
度
の
い
き
い
き
（
自
主
）
学
習

グ
ル
ー
プ
は
、
毛
筆
・
ペ
ン
習
字
、
ダ

ン
ス
、
造
花
、
婦
人
学
級
、
水
墨
画
、

盆
栽
、
卓
球
な
ど
、
十
八
団
体
が
加
入

さ
れ
ま
し
た
。
気
の
合
う
仲
間
と
あ
な

た
も
一
緒
に
学
習
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
詳
し
く
は
、
後
日
、
各
家
庭
に

配
付
予
定
の
「
鶴
田
の
生
涯
学
習
案
内
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

　
前
期
花
苗
配
付

　
申
込
い
た
だ
い
た
花
苗
の
配
付
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
各
団
体
の
申
込

責
任
者
は
、
社
会
教
育
課
ま
で
御
足
労

い
た
だ
き
、
確
実
に
苗
の
受
け
取
り
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
期
日
】
５
月
24
日(

金)

　
　
　
　
13
時
30
分
～
17
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
横
広
場

※
　
植
え
込
み
前
に
、
花
壇
の
準
備
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
歴
史
の
道
」

  

一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
は
、
町
石
の
あ
る
紫
尾
の
「
室

町
の
道
」
を
歩
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、

「
鶴
田
合
戦
の
陣
営
跡
と
文
化
財
を
訪

ね
よ
う
。
」
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
左
記
の
よ
う
な
要
領
で

実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
散
歩
を
楽

し
み
た
い
方
、
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
、

親
子
で
遠
足
気
分
を
味
わ
い
た
い
方
な

ど
、
多
数
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
主
　
催
】
文
化
庁
　

　
　
　
　
　
鶴
田
町
教
育
委
員
会

【
共
　
催
】
町
文
化
財
保
護
審
議
会

【
協
　
賛
】
町
郷
土
史
研
究
会

【
期
　
日
】

　
平
成
14
年
５
月
11
日(

土)

　
　
　
　
　
　
８
時
30
分
～
13
時
　
　

　
　
　
※
雨
天
中
止(

小
雨
決
行)

【
対
　
象
】
小
学
四
年
生
以
上
。

　
　
　
（
保
護
者
同
伴
の
幼
児
は
別
）

【
参
加
費
】
無
　
料

（
弁
当
・
飲
み
物
・
敷
物
等
は
持
参
）

【
バ
ス
便
】

　 

町
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
送
迎

　
　
紫
尾
小
発
（
８
時
）

　
　
柏
原
小
発(

８
時
10
分)

　
　
鶴
田
小
入
口
発(

８
時
20
分)

　<

帰
り>

終
了
後
、
往
路
と
逆
に
運
行

【
順
　
路
】

　
親
水
公
園
↓
鶴
田
城
本
丸
跡
↓
前
川

　
↓
神
崎
橋
・
記
念
碑
↓
神
崎
山
陣
営

　
跡
↓
大
角
・
上
手
↓
萩
之
平
陣
営
跡

　
・
愛
宕
山
↓
上
手
の
神
崎
石
塔
群
↓

　
曽
我
石
↓
恵
比
寿
大
黒
↓
善
福
寺
陣

　
営
跡
↓
伽
藍
神
↓
渡
瀬(

昼
食)

↓
首

　
塚
↓
田
間
田
遺
跡
↓
田
の
神
↓
親
水

　
公
園
（
解
散
）
　
約
５
km

【
申
込
先
】

　
小
・
中
学
生
は
各
学
校
へ
。
一
般
の

方
は
、
町
社
会
教
育
課
ま
で
。

　
　
　
　
　
　(

●
59
‐
２
０
２
２)

　
「
お
話
の
じ
か
ん
」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
第
一
回
目
の
「
お
話
の
じ
か

ん
」
は
、
ミ
ニ
映
画
鑑
賞
会
が
視
聴
覚

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
ト
ム
と
ジ
ェ

リ
ー
の
大
冒
険
」(

八
十
四
分)

の
上
映

で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が

来
館
し
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
映
画
鑑
賞
会
の
前
後
に
、
参
加
さ

れ
た
十
八
名
の
親
子
連
れ
が
、
図
書
室

の
本
や
ビ
デ
オ
を
楽
し
そ
う
に
借
り
て

い
か
れ
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。�

　
こ
と
ぶ
き
大
学
、
開
講
。

 
 

本
年
度
の
受
講
生
は
、
総
勢
百
三
十

五
名
。
受
講
生
の
平
均
年
齢
が
、
七
十

五
・
九
歳
。
活
動
内
容
と
し
て
は
、
月

平
均
一
回
、
午
前
中
に
消
費
生
活
や
健

康
・
教
養
等
の
様
々
な
講
話
を
聴
講
し

た
後
、
踊
り
・
手
芸
・
書
道
・
民
謡
・

大
正
琴
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
六
つ
の
趣
味

講
座
に
分
か
れ
て
生
き
が
い
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
、
午
後
の
趣
味
講
座
は
、

こ
と
ぶ
き
大
学
生
以
外
の
町
民
の
方
に

も
開
放
し
、
一
緒
に
学
習
を
展
開
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
老
い

て
も
な
お
こ
と
ぶ
き
大
学
に
参
加
さ
れ

る
皆
様
の
顔
に
は
、
新
し
い
も
の
を
吸

収
し
自
ら
を
磨
き
、
自
分
の
人
生
を
よ

り
楽
し
く
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
こ

う
と
い
う
や
る
気
・
意
欲
・
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。

 
 


